


















































































要約: 

本研究の目的は、地域保健組織活動の発生、成長、衰退のメカニズムを「地域保健組織活

動の浮沈図記録票」を用いて明らかにし、そこから活動の活性化のための要因を析出する

ことにある。 

その結果、次のようなことが明らかになった。 

「いかなる地域保健組織活動においても、その中で生起する出来事は、必ずその組織のリ

ーダーやメンバーそしてその組織を援助する保健医療の専門家(とりわけ保健婦)の記憶の

中に意味づけされており、彼らの記憶をたどれば、その出来事をめぐって生じたさまざま

な喜びや悩みが思い出される。また、その喜びの共有や悩みを克服するための対処が彼ら

によって展開されており、その対処は、彼らのその後の健康や生活になんらかの影響を及

ぼしている。」 

この事実に地域住民と保健医療の専門家が気づくことによって、お互いの意志疎通が可能

となり、地域保健組織活動は活性化するのである。 

さらに地域保健組織は、孤立した活動をするのではなく、伝統的なものにしろ近代的なも

のにしろ、既存の他の地域組織と共同していくことが肝要である。そうすることによって、

地域社会の中での役割が明らかになり、すべての地域住民に受け入れられるものになるの

である。 


